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   ①膵β細胞の遺伝子異常
   ②インスリン作用の遺伝子異常
 （b）その他の疾患、条件にともなうもの
   ③膵外分泌疾患
   ④内分泌疾患
   ⑤肝疾患
   ⑥薬剤、化学物質によるもの
   ⑦感染症
   ⑧免疫異常によるまれな病態（インスリン受容体抗体など）
   ⑨その他の遺伝的症候群で糖尿病をともなうことの多いもの
































   ①糖尿病の典型的な症状（口渇、多飲、多尿、体重減少）
   （1）HbAi ， 16．50／o
   ③確実な糖尿病網膜症の存在
   ④過去に高血糖値を示した検査データがある場合
 （3）正常型
   空腹時血糖値110mg／dl未満でかっ血糖2時間値が140 mg／dl未満の場合
 （4）境界型
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1 ムコ多糖 一 ×
2 ニーム ○ ×
3 ドラゴンフルーツの葉 O ×
4 エッグフルーツの葉 ○ ×
5 ベトナムツバキ ○ ○
6 アケボノクロトン ○ ×
7 ブラジリアンローズ ○ ×
8 ボトルツリー ○ ×
9 サルスベリ ○ ×
10 ヒゴロモコンロンカ ○ ×
11 ブライダルベール ○ ×
12 プリムラ ○ ×
13 ゲンペイカズラ 一 ×
14 とろろ昆布（粉末） 一 ×
15 とろろ昆布（粗粉砕物） 一 ×
16 熱帯スイレン ○ ×
17 ノウゼンカズラ ○ ×
18 オキシペタラム ○ ×
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1 10 100 1000          サンプル濃度（μg／ml）
【図9】ベトナムツバキとグァバ茶のα一グルコシダーゼ阻害活性の比較









 O．1 1 10 100 1000         サンプル濃度（μg／ml）
【図10】ベトナムツバキとグァバ茶のα一グルコシダーゼ阻害活性の比較
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 O．Ol O．1 1          サンプル濃度（mg／ml）
  【図12】ベトナムツバキ分画物のα一グルコシダーゼ阻害活1生













O．Ol O．1 1         サンプル濃度（mg／ml）
【図13】ベトナムツバキ分画物のα一グルコシダーゼ阻害活性
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           サンプル濃度（mg／ml）
   【図15】ベトナムツバキ分画物のα一グルコシダーゼ阻害活性
            （基質：マルトース）







O．OOI O．Ol O．1 1        サンプル濃度（mg／ml）
 【図16】ベトナムツバキ分画物のα一グルコシダ一項阻害活性
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【図21】ベトナムツバキのHPLC分析チャート
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【図24】ベトナムツバキ分画物のα一グルコシダーゼ阻害活性
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     【図26】ベトナムツバキ分画物のα一グルコシダーゼ阻害活性
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   “、． グルコース1000・m・／kg＋
〉
ブルーエルフィン500 gn／㎏
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         【図43】ブルーエルフィンがSGLT 1に与える影響
 ddYマウス6週置♂を使用し（nニ7）、Mig：ミグリトール1，000 mg／kg Mig＋B：ミグリトール
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